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緒 口

近年,わが国においても,合理的な肉用牛の飼養技術の確立や客観的な牛枝肉の評価法の確立を指

向して,解剖学的手法を導入した牛枝肉構成に関する研究が急速に展開されつつある1~2'. これらの

研究においては,一般に,枝肉の左右いずれか一方の半丸の構成組織重量を明らかにし,その観測値

をそのまま碓定式の独立変量として取 り入れたり,必要に応じてその観測値を2倍することによって

枝肉全体の組織構成を評価している例が多い.しかし,果して左右いずれか一方の半丸観測値に基づ

く評価が,枝肉全体を正しく評価しうることになるかは,未だ十分には確認されていない.

そこで,本研究は,年枝肉半丸組織構成についての情報が,そのまま牛枝肉全体の組織構成につい

ての情報として利用できるかを確認することを目的として実施したものである.

材 料 お よ び 方 法

供試材料は,宮崎大学住吉牧場より導入した生後6- 10日齢のホルスタイン種雄子牛4東である.

子牛は導入後,北海道農業試験場方式に拠って嘱育され,体重が90kgに到達した時点で順次屠殺し

た.4頭の屠殺時の平均日齢は103日,同体重は91.0kgであった.

枝肉は, チェーンソーで注意深く背割 りして左右半丸に2分割した後, さらに第 11-12肋骨間で

分割して四分体とし, サラシ布に包んだ状態で2℃に冷蔵した.枝肉四分体の解体は, Butterfield

andMay(1966)3'の方法に準じて,屠殺翌日に前(後)四分体を,翌々日に後(節)四分体を2人の術

者がそれぞれ左右を交互に分担して同時に行った.四分体前後の解体場序および四分体左石の術者分

担は,それぞれの影響が解体成績に及ぼさないように配慮した.

結果のとりまとめは,いずれも対応のある平均値の差の検定4'によって行った.

*家畜育種学研究室
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考 察

HAMMOND (1932)6)が,彼の緬羊に関する古典的研究の中で,枝肉半丸の筋肉,脂肪および骨組

織の重量は,基本的には左右相等しいことを示して以来,牛枝肉についても,左右半丸の組織構成は

対称的に同じであると考えられ,牛枝肉構成に関する多くの研究でも,左右いずれか一方の半丸を調

査研究の対象としてきた.このことは,1950-1960年代の USA におけるカッタビリティ (Cutabi-

1ity)や歩留等級 (Yieldgrade)に関する基礎的研究の中で再確認されて今日に至っている7-9'

著者ら10-11'も乳用堆子牛の枝肉組織構成の成長に関する研究を進めるに当って, 右半丸の解体成

績に基づいて枝肉全体の評価を行ってきているが,単一筋肉レベルでの枝肉左右半丸間の差異につい

てのチェックを未だ実施していなかったので,今回,供試材料としてホルスタイン種の雄子牛を使っ

て筋肉組織,標準筋肉群および単一筋肉の各レベルでの枝肉半丸の左右差を検討した.

その結果は,筋肉,脂肪,博のいずれの組織重量および枝肉半JIJqlの百分率においても,統計的に

有意な左右差は認められず,左右)担Lいずれについての情報を以てしても,その観測値を2倍するこ

とによって,あるいは推定式の独立変量として取 り入れることによって,当該枝肉全体の組織構成の

評価に利用できるものと考えられた.このことは,今後,より客観的で合理的な牛枝肉評価システム

の確立や,超音波スキ17ニングなどを利用しての生体での年休構成の推定手法を発展させるための前

提条件が満たされたことを示唆するものである.

同様に,瞭準筋肉群および単一筋肉レベルにおいても,枝肉左右半丸間に有意な差は認められなか

った.

今回は,約90kgの子牛を供試材料としたので,左右半丸の組織重量間には,きわめて小さな差し

か観測されなかったが,供試材料として,仕上げられた肥育牛を選べば,部分的には,枝 肉組織 の

竃量分布や蓄積分離脂肪の分布や分別に若干な相違が生じることも予想されよう. しかしなが ら,

BUTLERetal.(1956)7'が枝肉の左右半丸間にみられるカット肉量の差は,主として枝肉の背割技

術に係わるものであると指摘しているように,枝肉の分割に細心の注意が払われれば,肥育牛におい

ても枝肉構成組織には,左右半丸問に基本的な差は存在しないものと思われる.

要 約

牛枝肉組織構成を評価するに当って,左右いずれか一方の半丸組織構成を利用することの妥当性を

検討した.供試材料としては,ホルスタイン種雄子年4頭を用い,体重が90kgに到適した時点で屠

殺し,2℃に1-2日間保蔵した後,その左右枝肉半丸を BUTTERFIELDandMAY(1966)3)の方

法に準じて,枝肉,脂肪,骨の主要組織と勝,靭帯および腎臓に解体分離した.

枝肉半丸重量は,対応する左右闇に統計的に有意な差は認められなかった.また,枝肉の主要組織

である枝肉,分離脂肪,骨のいずれにおいても,左右半丸間に有意な重量差および百分率差は認めら

れなかった.さらに,九つの標準筋肉群や調査した28の単一筋肉の各重量においても,左右枝肉半丸

間に有意な差は認められなかった.

以上の結果,子年の枝肉組織橋成を左右いずれか一方の半丸組織構成を以て評価することは,枝肉

の分割に細心の注意が払われれば問題のないことが確認さ7日f∴
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Summary

Adissectionstudywasmadetoexaminethebilaterallysymmetryofbeefcarcassin
tissuecomposition. FourHolsteinmalecalveswereslaughteredwhentheygrewtoreach
theliveweightofapproximately90kg,andthecarcasseswerecooledat20Candstored
foroneortwodays. Theleftandrightsidesofacarcasswerefull-dissectedbythe
techniqueofButterfieldandMayintophysicallyseparablemuscle,fat,bone,tendon,
ligamentandkidney,respectively. Thedissectionjobwasdonebytwotechniciansat
thesametime;Onefortheleftsideandanotherfortherightside.
Therewasnosignificantdifferenceinweightbetweentheleftandrightsidesofa
carcass. Nosignificantdifferenceswerealsofoundbetweentheleftandrightsidesof
acarcassintheweightsoftotalmuscle,fatandbonetissues,respectively.
Thedifferencesintheweightsofninestandardmusclegroupsand twenty-eight
individualmusclesexaminedwerenotstatisticallyslgnificantbetweentheleftandright
sidesofacarcass,respectively.

Consideringtheresultsabove,itmaybeconcludedthatbeefcarcassesarebilaterally
symmetricalincomposition. Itmaybereasonable,therefore,toestimatethetissue
compositionofacarcassuslngthedataobtainedfromtheleftorrightsideofthecarcass.


